
編 修 趣 意 書
（教育基本法との対照表）

受理番号 学校 教科 種目 学年

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

高等学校 芸術 書道Ⅱ

1. 編修の基本方針

１. 基礎・基本的な書に関する知識・技能の定着と，幅広い知識の習得を図る。

　姿勢・執筆法に始まり，用具・用材の特徴とその扱い方，漢字の書体の特徴や変遷，仮名の種類や成立，言
葉と書の表現との関係など，書道Ⅰの学習では，書の学習の基本となる内容を、『書Ⅰ』『書Ⅰプライマリーブッ
ク』の二冊で網羅的に学習してきました。書道Ⅱでは，書道Ⅰで学習したことを土台に，そこから段階的・系
統的に各領域の内容を詳しく広く学ぶことで，幅広い知識と技法を身に付け，生涯にわたって書を愛好する心
情を育てることを目指しました。

２. 表現することを積極的に楽しむ姿勢を養う。

　永い年月を経て現代まで遺る「書の古典や名筆」には，普遍的，恒久的な美しさに加え，斬新さや奇抜さ，
独創性にあふれたものが数多くあります。直観的に作品の表面に現れた個性を感じ取るだけでなく，表現者と
いう立場でそれらの古典や名筆を見つめ，表現そのものを，時代，風土などの背景の面からも分析することで，
論理的な思考の能力を高めることができます。また，そのような経験を通して，芸術を創造的に味わう力を養
うことができます。
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知る喜びと腑に落ちる体験を重ねて欲しい
　本教科書は，「教育基本法」に示された教育の目標と高等学校学習指導要領に示されている内容に基づき，表現と鑑
賞が相互に関連しながら，基礎的で幅広い学習が系統的・段階的に進められるよう，次の点に配慮して編修しました。

３. 芸術の学習をとおして，思考力・判断力・表現力を養う。

　芸術は，表現・鑑賞いずれの場合においても，思考し，表現する活動が主体となるため，常に意識を高める
工夫をする必要があります。特に鑑賞においては，「考えて　見る」という行為によって古典や名筆の奥深く
にまで入り込むことで，表現者目線の鑑賞が身に付き，自身の表現に生かすことが可能となります。

４. 身の回りの文字や書に関心を高め，情報社会を生き抜く力を育成する。

　書は言葉を書く芸術です。言葉や文字そのものに関心を持ち，漢字や仮名の成立や変遷過程を理解すること
で，伝達手段としての表現感覚を養うだけでなく，目的，場面などに応じた表現の仕方にまで考えを及ぼすこ
とができます。書の持つ魅力や意義，効果などについて考え，情報社会を生き抜く力が身に付くことを目指し
ました。

6 教図 書Ⅱ 702 書 Ⅱ



2. 対照表

特に意を用いた点や特色 該当箇所

　目　次

　書Ⅱプライマリー
　漢字の書
　仮名の書
　
　漢字の書の創作
　仮名の書の創作
　漢字仮名交じりの書の作品制作
　
　篆刻と刻字

　芸術へのいざない

○幅広い知識と教養を身に付けるために，書道の
学習の基盤となる書道Ⅰで学習した知識や技能の

　確認と，芸術科書道への導入となる教材を示しま
　した。［第１号］

○自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度を
養うために，限りある資源を素材とした書道の用
具・用材を大切に扱うことや，環境に配慮した片
付けの方法を学べるように配慮しました。

　［第４号］
◯日本国内の筆，墨，硯，紙を紹介するこ とで，

　伝統と文化を尊重する態度を養えるよう配慮しま
　した。［第５号］

　p.002-003

　p.004-020

　私を表現へと導く　書
　書へのいざない
　私たちは臨書で何を学ぶのか
　書の創作に必要なものとは

　○作品を鑑賞し他者と意見を交換することで，個
　人の価値を尊重し，自主及び自律の精神を養う単
　元を設定しました。［第２号］

　p.022-025

　漢字の書
　篆書
　考えて　見る　篆書編
　これは絵か？文字か？
　隷書
　考えて　見る　隷書編
　どの隷書もなぜ等しく隷書なのか？
　草書・行書
　考えて　見る　草書・行書編
　この字、読める？
　楷書
　考えて　見る　楷書編
　誰にでもわかる楷書ってすごい
　唐が育んだ煌めく個性
　中国の模倣から和様の創造へ
　伝統の継承と新風の芽生え
　明清時代の個性豊かな書
　中国文人の世界
　中国と日本の篆刻

○他国を尊重し，国際社会の平和と発展に寄与す
る態度を養うために，漢字誕生の国・中国を象徴
するような写真や図版を選定しました。［第５号］
○幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態

　度を養うために，各時代を代表する古典を教材と
　して選定しました。［第１号］
　○幅広い知識と教養を身に付けるため，書体の特
　徴や歴史，能書と呼ばれる人物について深く学習
　することができる内容を設定しました。［第１号］
　○伝統と文化を尊重するために，書と深い関わり
　のある印の歴史について学習できるように設定
　した。［第５号］
　○作品同士を比較しながら鑑賞し，他者と意見を
　交換することで，個人の価値を尊重し，自主及び
　自律の精神を養う単元を設定しました。［第２号］
　○公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参
　画し，その発展に寄与する態度を養うために，身
　の回りの書を観察し，その意義について考えられ
　るようにしました。［第３号］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　p.026-097

　仮名の書
　考えて　見る　仮名の書編
　演者は仮名で舞台は料紙
　古今和歌集の古筆
　自然を尊重する心を反映した散らし書き
　曲直が表す個性的な線の美

　○伝統と文化を尊重し，それらを育んできた我が
　国と郷土を愛するために，仮名と日本の言葉の関
　わりを示しました。［第５号］
　○幅広い知識と教養を身に付け，健やかな身体を
　養うために，姿勢・執筆法などの知識や技能にも
　配慮しました。［第１号］　
　◯幅広い知識と教養を身に付けるため，平安時代
　の文学と仮名の関係について，深く学習すること
　ができるようにしました。［第１号］
　○作品を鑑賞し他者と意見を交換することで，個
　人の価値を尊重し，自主及び自律の精神を養う単
　元を設定しました。［第２号］

　p.098-107



特に意を用いた点や特色 該当箇所

　漢字仮名交じりの書
　考えて　見る　漢字仮名交じりの書編
　時代を生きる書
　さまざまな表現に学ぶ漢字と仮名の調和
　響き合う行と余白
　自分自身の表現を求めて

○伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた
　我が国と郷土を愛するために，漢字と仮名による
　日本語の表記の歴史を示しました。［第５号］
　○自主及び自律の精神を養うために，生徒自らが
　漢字や仮名の学習を振り返りながら漢字仮名交じ
　りの書の表現に取り組めるような構成としました。
　［第２号］
　○創造性を培い，自主及び自律の精神を養うため
　に，主体的に構想し，創意工夫する単元を設定し
　ました。［第２号］
　○作品を鑑賞し他者と意見を交換することで，個
　人の価値を尊重し，自主及び自律の精神を養う単
　元を設定しました。［第２号］

　p.108-115

　芸術へのいざない
　古典に学ぶとは
　私と書の明日

　資料　書の文化
　資料編
　  発展学習　深めて　知る
　　漢字と仮名が生んだ書の歴史
　　近代書道の幕開け
　　昭和モダニズムの牽引者
　　現代の書のパイオニア
　　書に親しんだ文化人
　
　中国・日本書道史 関係地・資料参考地図

　○幅広い知識と教養を身に付けるために，書道の
　学習の基盤となる書道Ⅰで学習した知識や技能
　を示しました。［第１号］
　○自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度を
　養う意識が持てるよう，筆墨硯紙の生産地を紹介
　しました。［第４号］
　○臨書について学習することで，幅広い知識と教
　養を身に付け，豊かな情操と道徳心を培うことが
　できるように配慮しました。［第１号］
　○創造性を培い，自主及び自律の精神を養うため
　に，主体的に構想し，作品を制作する単元を設定
　しました。［第２号］
　○公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参
　画するために，生活の中にある書を示しました。
　［第３号］
　○幅広い知識と教養を身に付け，豊かな情操と道
　徳心を培うために，書の古典と伝統的な形式につ
　いて学べるように配慮しました。［第１号］
　○作品同士を比較しながら鑑賞し，他者と意見を
　交換することで，個人の価値を尊重し，自主及び
　自律の精神を養う単元を設定しました。［第２号］
　○伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた
　我が国と郷土を愛するとともに，他国を尊重して
　国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うことが
　できるように配慮しました。
　［第５号］
　○伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた
　我が国と郷土を愛するとともに，他国を尊重し，
　国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うた
　めに，書の歴史や地理資料について確認できるよ
　うに配慮しました。［第５号］

　p.116-135

　



3. 上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色

　学校教育法第５１条に示す，「豊かな人間性、創造性及び健やかな身体を養い、国家及び社会の形成者として必要な
資質を養う」ために，以下の点について編修上の工夫をしました。

◯表現の学習に特化した「書Ⅱプライマリー」編と鑑賞の学習を充実させる本編
　表現の学習を主体とした書道Ⅰ「書Ⅰプライマリーブック」の編集方針を引き継ぎ，書道Ⅱも，教科書の巻頭領域を「書
Ⅱプライマリー」編として用意しました。篆書・隷書・草書と仮名の書、漢字仮名交じりの書の基礎・基本を重視す
る内容です。本編は，書道Ⅰの本冊である「書Ⅰ」同様、幅広くまた深く鑑賞の学習に取り組める充実の内容です。

◯書の作品を際立たせるゴシック体フォントの活用
　肉筆や拓本で示す書の古典の印象を際立たせるため，タイトルや本文の書体をゴシック体で統一し，すっきりとし
た紙面を実現しました。

◯明るく見やすい紙面レイアウト
　判型は「Ａ４」を採用し，古典の図版をゆったりと原寸大で掲載したり，適度な余白を持たせることで，すっきり
と明るく見やすい紙面になるように工夫しました。



1. 編修上特に意を用いた点や特色　

◉基本方針 
❶基礎・基本的な書の技能の定着と，幅広い知識の習得を目指します。
❷個性豊かな表現と，創造的な鑑賞の能力を育成します。
❸芸術の学習をとおして，思考力・判断力・表現力を養い，コミュニケーション能力を高めます。
❹身の回りの文字や書に関心を高め，情報社会を生き抜く力を育成します。

◉ 構成と配列

編 修 趣 意 書
（学習指導要領との対照表，配当授業時数表）

受理番号 学校 教科 種目 学年

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

高等学校 芸術103-199

　鑑賞に軸をおいた「本編」と，基礎・基本の学習と表現に軸をおいた「プライマリー」編による構成
　　表現と鑑賞の往還学習が可能なように，学びの道しるべを活用し，それぞれを構成しました。

書道Ⅰの内容を確認
し，書道Ⅱの学習の
見通しを立て，書道
の学習の基礎・基本
を習得する領域「書
Ⅱプライマリー」を
巻 頭 に 用 意 し ま し
た。QR コ ー ド を 掲
載し、動画で用筆を
確認できる項目も付
しています。
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き

戸ど

本ぼ
ん

古
今
和
歌
集

　伝
藤
原
行
成

　平
安
時
代

　十
一
世
紀

仮
名
の
書
の
特
徴
を
知
る

字
形
・
線
質
・
リ
ズ
ム
は
人
そ
れ
ぞ
れ

　現
在
私
た
ち
が
使
用
し
て
い
る
仮
名
は
、
平
安
時
代

の
人
々
が
、
漢
字
を
も
と
に
創
造
し
た
文
字
で
す
。
十
一

世
紀
中
頃
に
は
、
①
の
よ
う
な
仮
名
の
典
型
と
呼
ば
れ

る
名
品
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
な
る
造
形

美
の
探
求
に
よ
り
、
④
の
よ
う
な
漢
字
の
強
さ
に
負
け

な
い
仮
名
が
登
場
し
た
り
、
⑤
の
よ
う
に
左
右
に
振
幅

し
な
が
ら
細
く
長
く
続
く
連
綿
を
強
調
す
る
こ
と
で
、

「
行
」
を
よ
り
華
麗
に
演
出
す
る
も
の
な
ど
、
従
来
の
優

美
で
繊
細
な
仮
名
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
す
る
新
書
風
が

陸
続
と
誕
生
し
ま
し
た
。

　①
〜
⑥
は
、
い
ず
れ
も
貴
族
の
贈
答
品
や
調
度
手
本

と
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
教
養
の
高
い

人
々
の
手
に
よ
る
も
の
で
す
。
字
形
や
線
質
、
リ
ズ
ム

や
間
の
取
り
方
な
ど
、
ど
れ
も
個
性
的
で
、
そ
れ
ぞ
れ

に
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
臨
書
や
鑑
賞
を
し
て
、
感
じ

た
こ
と
を
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

五
島
美
術
館
蔵

　部
分
・
原
寸

　
　出
光
美
術
館
蔵

　部
分
・
原
寸

東
京
国
立
博
物
館
蔵

　部
分
・
原
寸

②
粘で

っ

葉ち
ょ
う

本ぼ
ん

和わ

漢か
ん

朗ろ
う

詠え
い

集し
ゅ
う

　伝
藤ふ

じ

原わ
ら
の

行ゆ
き

成な
り

　平
安
時
代

　十
一
世
紀
後
半

宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵

　部
分
・
原
寸

④
藍ら

ん

紙し

本ぼ
ん

万ま
ん

葉よ
う

集し
ゅ
う

　伝
藤ふ

じ

原わ
ら
の

公き
ん

任と
う

　平
安
時
代

　十
一
世
紀
末
頃 

　

京
都
国
立
博
物
館
蔵

　部
分
・
原
寸

む
め
の
か可

を
そ
で
に尓

う
つ徒

し
て氐

は
る留

が可

す須

み
た多

て
る
や
い
づ徒

こ
み
よ
し
の
ゝ

さ
く
ら
ば
な
ち
る
て
ふ布

こ己

と
は

あ
さ
ぎ
り利

に尓

ぬ
れ
に尓

し
こ
ろ
も毛

あ
り利

つ
ゝ
も毛

君
を
ば
こ
ひ日

む
う
ら
な那

ゐ
に尓

⑥
元げ

ん

永え
い

本ぼ
ん

古こ

今き
ん

和わ

歌か

集し
ゅ
う

　伝
源み

な
も
と
の

俊と
し

頼よ
り

　平
安
時
代

　一
一
二
〇
年

東
京
国
立
博
物
館
蔵

　部
分
・
原
寸

秋
風
に尓

あ
へ
で
ち
り利

ぬ
る
も毛

み
ぢ
ば
の

▪
行
の
長
短
や
傾
き

P106 香紙切　 P100・102 関戸本古今和歌集　 P101・103 高野切古今和歌集〈 第一種 〉P105 寸松庵色紙

［
仮
名
の
古
典
に
学
ぼ
う
］

仮
名
の
書

拡
大

す須

す春

［変
へん

体
たい

仮
が

名
な

］［連
れん

綿
めん

］

い
し
ら

011 010

p.010-011

書Ⅱプライマリー

本編では，書とはど
のような芸術なのか
を理解するための単
元「書へのいざない」
や，「芸術へのいざ
ない」を展開し，臨
書や鑑賞，創作の学
習が自身の生活とど
のように関連がある
のかを考える機会を
設けています。

［
書
と
は
ど
の
よ
う
な
芸
術
な
の
か
を
理
解
す
る
た
め
に
］

書
へ
の
い
ざ
な
い

「 寸松庵色紙 」をイメージの原点としながら、大きな筆
の動きと変化に富む筆線が、生き生きと小さな紙の上
で躍動する。
日
ひ

比
び

野
の

五
ご

鳳
ほう

（ 1901-1985年 ）筆　
昭和時代　1968年作　　

［ 17×16.7㎝］　東京国立博物館蔵　
【 題・釈文 】島

し ま

木
き

赤
あ か

彦
ひ こ

「 ひよこ 」

ひよこの遊ぶさまが筆の動きに

篆書三文字を、方形の紙面に現代的な感覚で配した作。篆書でありな
がら草書・行書を思わせる筆意、荒々しい力強さ、墨の潤渇による繊
細な表現が共存し、言葉の意味をも増幅させる。
青
あお

山
やま

杉
さん

雨
う

（ 1912-1993年 ）筆　昭和時代　1977年作　　
［ 108×103.2㎝］　東京国立博物館蔵　
【 題・釈文 】万

ば ん

方
ぽ う

鮮
せ ん

⇦万方鮮  ［ 部分・拡大 ］　

絵画のように紙面を彩る筆意と潤渇

宮沢賢治の童話や詩に親しんでいた作者が、ある日
劇団の「風の又三郎」公演を観劇し、劇的に書の発
想が生まれたという。平仮名の原文のもつリズム感
が、文字の散布による美しい空間生んでいる。

森
もり

田
た

安
やす

次
じ

（1912-1959年）筆　昭和時代　1949年作　　
［ 136.4×68.7㎝］　静岡県立美術館蔵　
【 題・釈文 】宮沢賢治「 風の又三郎 」

音の響きと散らつく幻
まぼろし
を紙へと

書
の
創
作
に
必
要
な
も
の
と
は

文
字
の
形
と
言
葉
の
意
味
を
等
し
く
表
す「
書
」。
創
作
、
つ
ま
り「
書
」に
よ
る
自
己
表
現
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

①②

③

自
分
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

　臨
書
は
、
書
の
技
法
の
修
練
だ
け
で
は
な
く
、

古
典
と
自
分
と
の
間
の
埋
ま
ら
な
い
違
い
に
気

づ
き
、
そ
れ
が
自
身
の
表
現
の
始
ま
り
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
知
る
貴
重
な
学
習
で
す
。
歌
唱

や
楽
器
の
演
奏
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
を
マ
ス
タ
ー

す
る
場
合
な
ど
も
、
最
初
は
視
野
が
狭
く
、
拙

い
表
現
し
か
で
き
な
く
て
も
、
自
分
の
体
の
特

徴
や
短
所
・
長
所
を
自
覚
す
る
こ
と
で
、
自
分

ら
し
い
演
奏
や
動
き
を
磨
く
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
書
も
音
楽
も
ス
ポ
ー
ツ
も
、

自
分
を
知
る
こ
と
で
、
自
分
ら
し
い
表
現
が
可

能
に
な
る
の
で
す
。

　墨
と
紙
で
表
現
さ
れ
る
書
は
、
美
術
や
音
楽

な
ど
と
く
ら
べ
、
シ
ン
プ
ル
で
、
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
を
表
し
づ
ら
い
芸
術
だ
と
感
じ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
身
の
回
り
に
無
限
に
存

在
す
る
言
葉
が
、
自
分
の
体
験
や
感
性
、
情
緒

な
ど
と
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
、
自
己
表
現
の

素
材
へ
と
変
化
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
書
表
現
を

生
む
素
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
、
先
人
た
ち
が

自
身
の
作
品
で
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　多
く
の
古
典
を
鑑
賞
し
、
臨
書
す
る
こ
と
で
、

自
分
を
知
り
、
自
分
に
し
か
で
き
な
い
表
現
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

025 024
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私を表現へと導く　書

［
書
と
は
ど
の
よ
う
な
芸
術
な
の
か
を
理
解
す
る
た
め
に
］

書
へ
の
い
ざ
な
い

そ
っ
く
り
に
書
け
な
い
自
分
を
発
見

　臨
書
と
は
、
古
典
な
ど
の
対
象
物
を
観
て
学

ぶ
こ
と
で
、
形
臨
、
意
臨
、
背
臨
な
ど
、
そ
の

あ
り
方
は
さ
ま
さ
ま
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
ど
の
よ

う
な
気
持
ち
で
臨
書
し
て
い
ま
す
か
。
写
実
的

に
再
現
し
よ
う
と
必
死
に
考
え
、
筆
を
動
か
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　臨
書
を
重
ね
る
こ
と
で
、
書
の
技
量
は
高
ま

り
ま
す
が
、
い
く
ら
肉
迫
し
て
も
な
お
、
古
典

と
の
埋
め
が
た
い
差
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
で

し
ょ
う
。
そ
の
差
に
は
、
自
分
が
深
く
か
か

わ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
臨
書
に
苦
悶

す
る
過
程
で
自
分
を
発
見
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
自

身
の
表
現
の
芽
生
え
る
き
っ
か
け
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
、
こ
こ
に
掲
げ
た
先
人
た
ち
の
作
品

が
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

①②

③

私
た
ち
は
臨
書
で
何
を
学
ぶ
の
か

形
、
次
い
で
用
筆
を
習
う
こ
と
に
始
ま
り
、
対
象
に
潜
む
精
神
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
臨
書
。
創
作
の
手た

綱づ
な

と
も
い
え
る
臨
書
で
、
何
を
学
べ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

「高野切」「寸松庵色紙」「本阿弥切」などを習い、戦前期
には平安古筆と見まごうような仮名を書いた。この作は、「古
今和歌集秋歌上 」を書いたもので、小粒な文字をリズムよ
く運筆しており、「本阿弥切」を彷彿とさせるが、戦後の越
南は、書の理想の形としていた「 無心の書 」を追求した。
中野越

えつなん

南（ 1883-1980年 ）筆　
昭和時代　1934年作　［ 27.6×546㎝（ 部分 ）］　
成田山書道美術館蔵　【 題・釈文 】『 古今和歌集　秋歌上 』

平安古筆と見まごう圧倒的力量

王羲之の「小園子帖」などを臨書した
ものだが、原本の書きぶりに縛

し ば

られず、
単体部分を連綿させたり、文字の崩
し方や造形を変えたり、文字の大小
や傾き、太細、余白など、さまざまな
変化を加えている。王鐸の臨書は、原
本はあくまで制作のきっかけであり、
自身が描く多様な表現を試みたよう
なものが多い。

王
おうたく

鐸（ 1592-1652年 ）筆　
明
み ん

時代　［ 195×49㎝］　
東京国立博物館蔵　

【 題・釈文 】臨右
ゆ う ぐ ん

軍帖
じょう

軸

これ本当に臨書？

王羲之「 十
じゅう

七
し ち

帖
じょう

」に所収される「 知
ち

足
そ く

下
か

帖
じょう

」の臨書で、西川寧25歳の作。
後に「誰の手本によったのでもない、ささ
やかながら、拙

せ つ

ながら、若い日の苦
く

悶
も ん

には
ちがいないのですてがたい。」と回想。若き
日の自身の王羲之の書の解釈を「 おさな
いもの」としつつも、意を掴

つ か

もうともがい
た姿勢を肯定している。
西川寧

やすし

（ 1902-1989年 ）筆　
昭和時代　1927年作　　

［ 112.5×34㎝］　東京国立博物館蔵　
【 題・釈文 】臨知足下帖

若き日の苦悶と探求の跡

⇦右　光
こう

明
みょう

皇
こう

后
ごう

臨
りん

楽
がっ

毅
き

論
ろん

　
　光明皇后（ 701-760年 ）筆　
　奈良時代　744年書　［ 25.3×84㎝］ 　
　正倉院蔵
　中国から舶

は く さ い

載された王羲之の書跡を、光
　明皇后が臨書したもの。皇后の品格に加
　え、女性の書とは思えないほどの力強い
　筆致と迫力が魅力。
⇦左　楽毅論〈 越

え つ

州
しゅう

石
せ き

氏
し

本 〉   
　王羲之（ ?303-361? 年 ）筆
　東

と う し ん

晋時代　348年書　［ 拓部分 24.7㎝］ 　
　東京国立博物館蔵
　三国魏

ぎ

の夏
か

侯
こ う げ ん

玄が戦国時代の武将楽毅に
　ついて論じた文章を、王羲之が書いたと
　されるもの。

023 022
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QR

漢
字
の
書

黄
こ う

州
しゅう

寒
か ん

食
しょく

詩
し

巻
か ん

　
蘇

そ

軾
しょく

 筆　
北宋時代　11世紀　1082年頃の書

［ 32.4×199.5㎝］　　
國立故宮博物院（ 台北 ）蔵

蘇軾は、 書においては北宋の三大家（ 蘇
軾・黄庭堅・米芾 ）の一人で、文学におい
ては唐宋八大家（ 韓愈・柳宗元・欧陽脩・
蘇洵・蘇軾・蘇轍・曽鞏・王安石 ）の一人
に数えられる。
黄州寒食詩巻は、蘇軾47歳の詩。左遷さ
れた湖北省黄州の地で寒食の節を迎え、冷
たく寂しい長雨によって行楽に出られな
かった心残りを二首の詩に詠

よ

み、自書し
たもの。下辺部に見える焦げあとは、咸豊
10年（ 1860 ）、この巻が収蔵されていた
離宮円明園を、イギリス軍が放火した際
のもの。この詩巻には、黄庭堅が黄州寒
食詩巻のできばえを絶賛する跋が付されて
おり、その書も詩巻に劣らぬ佳品である。
二人はともに、人間性の発露を重んじ、個
性豊かな新風を築いた。

宋代文人の
理想像を体現

［
王
羲
之
や
顔
真
卿
の
書
に
学
び
、
新
境
地
を
開
拓
し
た
書
の
名
家
に
学
ぼ
う
］

伝
統
の
継
承
と
新
風
の
芽
生
え

唐
の
滅
亡
後
、
学
識
豊
富
で
多
芸
多
才
な
知
識
人
で
あ
る
文
人
た
ち
は
、
古
法
を
追
求
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
境
地
を
開
き
ま
し
た
。

　唐
が
滅
亡
し
、
五
代
十
国
の
分
裂
時
代
を
経
て

宋
に
な
る
と
、
太
宗
の
も
と
で
、
王
羲
之
・
王
献
之

を
中
心
と
す
る
古
今
の
名
跡
を
集
め
、
画
期
的
な
法

帖『
淳じ
ゅ
ん

化か

閣か
く

帖じ
ょ
う

』が
作
ら
れ
ま
し
た
。
宋
時
代
の
書

は
、
古
典
主
義
の
立
場
を
と
っ
た
蔡さ
い

襄じ
ょ
う

、
人
間
性

の
発
露
を
重
ん
じ
た
蘇
軾
・
黄
庭
堅
、
古こ

法ほ
う

を
厳
密

に
探
究
し
た
米
芾
ら
四
人
に
代
表
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
元
時
代
に
は
、
王
羲
之
の
書
に
根
ざ
す
古
法
を
復

活
さ
せ
た
趙
孟
頫
に
、
鮮せ
ん
于う

枢す
う
ら
が
共
鳴
し
、
続
く

明み
ん

時
代
に
も
多
く
の
追
随
者
を
得
て
、
ひ
い
て
は
日

本
で
も
江
戸
時
代
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
近
世
の
文
人

に
多
く
の
信
奉
者
を
得
ま
し
た
。

蘭亭十三跋
ば つ

　
趙
ちょう

孟
も う

頫
ふ

（ 1254-1322 ）筆　
元
げ ん

時代　14世紀　1310年
［ 33.2×24.4㎝］　　
東京国立博物館蔵

呉興（浙江）から北京へ舟で向かう途中、
独
ど っ

孤
こ

淳
じゅん

朋
ぽ う

（ 1259-1336年 ）から宋拓の
定武本蘭亭序を譲り受けた趙孟頫は、舟
の中でその蘭亭序の全文を臨書し、跋

ば つ

をしたためた。都合十三の跋文を記し
たことから「蘭亭序十三跋」と称す。書
法は精妙であり、趙孟頫の書に対する
考えを知るうえでもきわめて貴重な書論
である。乾隆年間に火災に遭い、現状
のような姿になってしまった。

二王を頂点とする
晋・唐の書を

次代に伝えることこそ責務

金
こ ん ご う

剛経
きょう

張
ちょう

即
そ く

之
し

（ 1186-1266年 ） 筆　
南
な ん

宋
そ う

時代　13世紀　1253年
［ 縦28.7㎝］　智積院蔵

金剛経は、張即之が亡き母の冥福を祈って書
いたもので、翌年天童山景徳禅寺の西巌禅師
に授けたことが知られる。折本装で、升目状の
界線が引かれており、その筆致は豪快で品格が
高く、南宋を代表する名品と評される。

欧陽詢・米芾の
書に学び
新生面を開拓

蘇
そ

軾
しょく

1036-1101年
士大夫を最も象徴する一人で、政治家
であると同時に、書は北宋の三大家の
一人。伝統を踏

と う

襲
しゅう

するだけではなく、新
たな潮

ちょう

流
りゅう

を創出することが書において大
切と考え、士大夫による新書風の流行
のさきがけとなった。

蘇
軾
っ
て
、
政
治

家
と
し
て
は
不
運

だ
っ
た
よ
う
だ
ね
。

P084 米芾　 P084 黄庭堅081 080

◉ 内容

各書体の表現におけ
る特徴について、身
近 な 例 に 引 き 寄 せ
て，わかりやすく紹
介しています。
また，書Ⅰ同様に，
原寸大図版や拡大図
版、折込による長条
幅の原寸掲載など、
表現と鑑賞の両面か
ら各古典にアプロー
チできるよう、鮮明
で臨場感のある図版
を豊富に掲載してい
ます。

［
篆
書
と
は
ど
の
よ
う
な
書
体
な
の
か
］

漢
字
の
書

篆
書

隷
書

草
書

行
書

楷
書

絵
か
ら
文
字
へ 

文
字
か
ら
絵
へ

　皆
さ
ん
は
、「
こ
の
世
に
文
字
が
無
か
っ
た
ら
？
」

と
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　私
た
ち
は
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
文
字
の
あ
る
世
界

に
生
き
て
い
ま
す
。
二
十
一
世
紀
の
今
、
私
た
ち
は
、

文
字
を
書
い
た
り
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
文

字
を
入
力
す
る
な
ど
、
多
く
の
時
間
を
文
字
と
関
わ

り
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
い
っ
た
い
な
ぜ
私
た
ち

は
、
文
字
を
書
い
た
り
入
力
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　誰
か
に
伝
え
た
い
思
い
や
事
象
が
あ
る
時
な
ど
、
互

い
の
共
通
言
語
で
話
し
た
り
、
文
字
で
表
す
こ
と
で
、

相
手
に
ス
ム
ー
ズ
に
伝
わ
り
、
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
音
声
が
文
字
と
い
う
目
に
見
え
る
形
に
な

る
こ
と
で
、
近
く
に
い
る
人
だ
け
で
な
く
、
時
空
を

超
え
た
人
々
と
も
気
持
ち
や
経
験
が
共
有
で
き
る
と

い
う
こ
の
し
く
み
は
、
甲
骨
文
が
使
用
さ
れ
て
い
た

今
か
ら
四
千
年
ほ
ど
前
の
中
国
で
、
す
で
に
始
ま
っ

て
い
ま
し
た
。

　甲
骨
文
や
金
文
は
、
絵
画
的
な
象
形
文
字
だ
け
で

は
な
く
、
指
事
や
会
意
、
形
声
な
ど
、
目
に
見
え
な

い
概
念
的
な
も
の
ま
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど

高
度
に
進
化
し
た
文
字
で
、
時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
、

大
篆
・
小
篆
の
よ
う
に
、
い
っ
そ
う
文
字
ら
し
い
姿

に
整
理
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　古
代
の
人
々
の
、
創
造
性
と
合
理
性
が
絵
を
超
え

て
生
み
出
し
た
文
字
と
い
う
も
の
が
、
自
分
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

篆
書 

編

こ
れ
は
絵
か
？ 

文
字
か
？青

あ お

木
き

香
こ う

流
りゅう

（ 1917-1985年 ）筆
【 出典 】「 ゆき 」草野心平詩

1971年作　［ 240×180㎝］　書燈社蔵
「 私は限られた紙面にできるだけ運筆の抑揚と軽重、緩急、遅速を表現してみた

かった。だいそれた私の抱負と野望で出来上がった作品は採りあげるに価しない
ものと評論家はいうかもしれない。それでいいではないか、思いあがっているわけ
ではなく、この時点で精いっぱいの仕事の成果だからである。」

文字と情景が重なり
まるで絵のよう

「 ゆき 」作品の前で
〈 東京都美術館  2020年 〉

実物は、高校生の身長をはるか
に超える大作。近づいて見ると、
くり返される「しん」の二文字が、
いずれも半紙一枚にもなる大き
さで書かれていることがわかる。

み
ん
な

な
ん
か

か
わ
い
い

甲骨文［ 天 ］

金文［ 天 ］

^_^

m(._ . )m

( T_T )

(^^; ;

ど
れ
も

絵
の
よ
う
な

文
字
の
よ
う
な
…

考
え
て見
る

手
て

島
し ま

右
ゆ う

卿
け い

（ 1901-1987年 ）筆
【 釈文 】崩壊

1957年作　［ 68.8×140㎝］　
光ミュージアム蔵

「終戦間近の空襲のさ中、爆弾が落ちるのをみ
て、もののくずれてゆく、あのすさまじい迫力
を、書に拠って表現できないものかと考えた。
すさまじい破壊力、無残にくずれ落ちるコンク
リートの建て物―言葉では言い表わすことので
きない凄絶さに、私はくずれゆくものの美を感
じたのだった。」（『書道講座　③草書』二玄社
刊より ）

傾斜した形とほとばしる墨が
言葉の意味を包括する

甲骨文［ 鳥 ］

甲骨文［ 虹 ］

携
帯
電
話
の
絵
文
字

漫画の背景文字

甲骨文［ 亀 ］

金文［ 鹿 ］

甲骨文［ 貞 ］

西
に し か わ

川寧
やすし

（ 1902-1989年 ）筆
【 釈文 】黙

も く

然
ぜ ん

而
として

笑
わらう

1971年作　［ 95×177㎝］　
東京国立博物館蔵

「 六尺紙でかいたのはたしか71年の春（ 中略 ）。
猫の目玉のまわりを、朱をぬろうかと思ったが、
近頃絵の具をとくのがめんどうなのでやめた。」

（『 書道講座　⑤篆書 』二玄社刊より ）

篆書の枠をふみこえた
先人に例を見ないスタイル

P028・032  甲骨文　 P029・032  金文（ 召尊 ）

目
に
映
る
世
界
や
頭
に
浮
か
ぶ
世
界
を
、
豊
か
な
発
想
で
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
し
、
漢
字
と
い
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
生
み
出
し
た
人
々
が
、
古
代
中
国
に
現
れ
ま
し
た
。

027 026

p.026-027

孟も

う

法ほ

う

師し

碑ひ

書 

者 

褚ち
ょ

遂す
い

良り
ょ
う

　
五
九
六
〜
六
五
八
年
　
　
時 

代 

唐
時
代
　
七
世
紀
　
六
四
二
年 

　
　
拓 

本  

縦
二
五
・
一
㎝
［
原
寸
掲
載
］　
三
井
記
念
美
術
館
蔵
　
　
　

065 064

p.064-065

漢字の書

蜀し
ょ
く

素そ

帖じ
ょ
う

書 

者 

米べ
い
ふ
つ芾

　
一
〇
五
一
〜
一
一
〇
七
年
　
　
時 

代 

北ほ
く
そ
う宋
時
代
　
十
一
世
紀
　
一
〇
八
八
年 

　
　
原 

本  

縦
二
七
・
八
㎝
［
原
寸
掲
載
］　
國
立
故
宮
博
物
院（
台
北
）蔵
　
　
　

083 082

p.080-081 p.082-083

仮名の古筆の魅力を
伝えることに主眼を
置き，それぞれペー
ジごとに、古筆を見
る視点を明確にしな
がら学習を展開して
います。

［
平
安
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
古
筆
に
学
ぼ
う
］

仮
名
の
書

仮
名
の
書 

編

演
者
は
仮
名
で
舞
台
は
料
紙

考
え
て見
る

仮
名
が
育
ん
だ
古
筆
と
い
う
舞
台
芸
術

　日
本
で
は
、
中
国
か
ら
漢
字
が
伝
来
す
る
と
、
表
意
文
字
で
あ

る
漢
字
本
来
の
意
味
を
捨
て
、
漢
字
を
一
字
一
音
で
用
い
て
日
本

の
言
葉
を
表
記
す
る
方
法
を
工
夫
し
、
や
が
て
万
葉
仮
名
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
九
世
紀
初
め
頃
に
は
、
漢
文
訓
読
な
ど
の
た

め
に
片
仮
名
が
生
ま
れ
、
九
世
紀
中
頃
に
は
、
万
葉
仮
名
が
草
書

で
書
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
簡
略
化
の
進
ん
だ
現
在
の
平
仮

名
に
近
い
仮
名
も
成
立
し
て
、
わ
が
国
独
自
の
表
現
も
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

　現
代
で
は
、
印
刷
物
や
デ
ジ
タ
ル
配
信
と
い
う
方
法
で
、
発
売

と
同
時
に
、
誰
で
も
自
由
に
音
楽
を
聴
い
た
り
本
を
読
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
平
安
時
代
の
人
々
は
、
作
者
が
書
い
た
り
詠
ん

だ
も
の
を
、
書
き
写
し
た
り
、
口
伝
と
い
う
方
法
で
し
か
知
る
手
立

て
が
な
か
っ
た
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
短
期
間
で
伝
え
る
こ
と
は
、

容
易
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
が
現
在

目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
和
歌
や
物
語
を
書
写
し
た
古
筆
と
呼
ば

れ
る
も
の
の
多
く
は
、
平
安
時
代
の
貴
族
を
中
心
と
す
る
教
養
人

の
間
で
の
み
共
有
さ
れ
、
共
通
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
特
別

な
品
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　さ
ら
に
、
平
安
貴
族
の
美
意
識
の
粋
を
集
め
た
と
も
い
え
る
古
筆

に
は
、
日
本
の
風
土
や
四
季
折
々
の
景
色
を
模
し
た
料
紙
な
ど
に
、

淡
々
と
流
れ
る
水
の
よ
う
で
あ
っ
た
り
、
時
に
激
し
く
連
続
し
た
り
、

あ
る
い
は
間
を
保
ち
な
が
ら
散
ら
す
と
い
っ
た
、
書
き
手
の
呼
吸
や

感
情
と
効
果
音
ま
で
も
が
、
仮
名
の
運
筆
の
リ
ズ
ム
と
な
っ
て
表
れ

た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
る
で
、
仮
名
と
い
う
演
者
が
料
紙
の
上
で

創
り
あ
げ
た
、
舞
台
を
観
て
い
る
よ
う
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

漢
字
の
伝
来
に
よ
っ
て
文
字
と
出
逢
っ
た
日
本
の
人
々
は
、
言
葉
の
響
き
や
人
々
の
感
情
に
寄
り
添

う
文
字「
仮
名
」を
生
み
、
平
安
時
代
の
貴
族
た
ち
は
、
そ
の
表
現
を
存
分
に
追
求
し
ま
し
た
。

源氏物語絵巻詞
ことば

書
が き

　第四十帖「 御
み

法
の り

」第五紙　 　
伝藤原伊

こ れ

房
ふ さ

（1030-1096年）筆　平安時代　12世紀
［21.8×23.6㎝］　五島美術館蔵

紫の上が亡くなる悲しい場面を、長い連綿と行の重なりに
より読み手に強く印象づけている。不規則な行取りと、行
の細太の組み合わせが絶妙で、読みづらいがゆえに、悲しい
場面であることを強調する効果をあげている。

効果音のように
内容と共鳴する

長い連綿と行の重なり

本
ほ ん が ん

願寺
じ

本
ぼ ん さ ん

三十
じゅう

六
ろ く に ん

人家
か

集
しゅう

　石
い し や ま ぎ れ

山切（ 伊
い せ

勢集
しゅう

）　
筆者不詳　平安時代　12世紀前期　［20.2×31㎝］　

春敬記念書道文庫蔵
本願寺本三十六人家集は、料紙装飾の宝庫といわれ、唐

か ら か み

紙の
刷
す り も ん よ う

文様、下
し た

絵
え

装飾、金銀箔
は く

や砂
す な

子
ご

、野
の げ

毛の装飾、さらには平
安朝をイメージさせる継

つ

ぎ紙
が み

のあらゆる技術を駆使している。

自然界の景色そのままを
下絵と破継ぎで表現

古今集切
ぎ れ

　
伝藤原行成（972-1027年）筆　
平安時代　11世紀

［23.8×17.2㎝］　春敬記念書道文庫蔵
「古今和歌集」「後撰和歌集」ほかの和歌を書写した
もので、もとは巻物であったとされる。上図は、現在
確認できる六点の断簡の一つで、古今和歌集巻十八
の部分を、色変わりの料紙を継ぎ、大胆に散らし書
きしたもの。一字一字の造形、細く豊かな線質は、高
野切古今和歌集の格調に近いものとして尊重されて
いる。

大きな色紙に
余白たっぷりの
繊細優美な散らし書き

感
情
の
高
ぶ
り
が
紙
の
上
で

増
幅
し
て
い
る
感
じ
だ
ね
。

QR

099 098

p.098-099

［
散
ら
し
書
き
の
古
筆
に
学
ぼ
う
］

仮
名
の
書

自
然
を
尊
重
す
る
心
を
反
映
し
た
散
ら
し
書
き

散
ら
し
書
き
と
は
、
平
安
時
代
の
人
々
の
自
然
の
中
に
あ
る
不
規
則
性
や
変

化
を
重
ん
じ
る
美
意
識
か
ら
生
ま
れ
た
、
日
本
独
特
の
表
現
で
す
。

寸
す ん

松
しょう

庵
あ ん

色
し き

紙
し

伝紀貫之（？ -945年）筆　平安時代　
11世紀後期　［13×12.6㎝］　

『古今和歌集』の四季の歌一首を、方形の料
紙に散らし書きしたもの。茶道と縁の深い大

だ い

徳
と く

寺
じ

の塔
た っ

頭
ちゅう

、寸松庵に伝来したことから、茶
席での掛

か

け物
も の

としても尊重されている。散ら
し方は、右図ような和歌を四〜六行に配した
もののほか、上下左右に文字群を配したもの
などさまざまなスタイルがある。いずれも、表
情豊かで自然な連綿と空間の美しさにより、
紙面全体が調和している。

華やかな連綿と
絶妙な傾斜が生み出す
豊かで自然な小宇宙

継
つ ぎ

色
し き

紙
し

伝小野道風（894-966年）筆　平安時代　10世紀
［12.4×23.8㎝］　湯木美術館蔵　

おもに『万葉集』と『古今和歌集』などの和歌一首を、紙
を継

つ

いだように、料紙二枚に渡って散らし書きすることか
らこの名がある。ゆっくりと筆を運んで線に緊張感があり、
その線と文字の配置に微妙な調和を保つ書風が特徴。

ゆったりとした中に
緊張感と危うさが同居する

枯淡の美

升
ま す

色
し き

紙
し

伝藤原行成（972-1027年）筆　
平安時代　11世紀

［13.1×11㎝］　藤田美術館蔵
平安時代初期の歌人清

き よ

原
はらの

深
ふ か

養
や

父
ぶ

の
家
か

集
しゅう

を書写したものの断簡で、もと
は枡

ま す

形
が た

の小冊子であったことからこ
の名がある。明瞭で美しい一字一字
の造形や、細くしなやかな線、大胆
な行どりの散らしも見られるなど、技
巧的で優れた仮名書法を見せている。

細く滑らかな曲線と
端正な字形が

卓越した技量を物語る

神
が可

き
の
み見

　む
ろ
の能

山

の濃

さ
か可

き木

　
　
　ば者

ゝ

か閑

み
の
み美

　む无

ろ廬

に耳

し
げ遣

り梨

　
　あ

ひ
に二

　
　
　け介

り

読
み 

（
採
り
物
の
歌
）

神
域
の
三
室
の
み
山
の

榊
の
葉
は
、
神
の
御
前

に
豊
か
に
繁
り
栄
え
て

い
る
。

大 

意

出 

典
『
古
今
和
歌
集
』一
〇
七
四

　き
の
あ
き支

み見

ね年

し志

ら
ゆ
き支

の
と
こ
ろ

も
わ
か可

ず春

ふ
り利

し
け介

　ば者

い
は者

ほ本

に尓

も
さ

　く
花
か可

と
ぞ曽

み三

　
　
　
　
　る流

読
み 

（
志
賀
の
山
越
え
に
て
よ
め
る
）

紀き
の

秋あ
き

岑み
ね

白
雪
が
、
ど
こ
そ
こ
と
い
う
区

別
も
せ
ず
あ
た
り
一
面
に
降
り

積
も
っ
て
い
る
の
で
、
ま
る
で

咲
く
は
ず
も
な
い
岩
に
ま
で
花

が
咲
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
よ
。

大 

意

出 

典
『
古
今
和
歌
集
』三
二
四

　
　山

桜
見
て氐

は者

る
が可

す
み三

な那

に二

か可

く

　
　す春

ら
む无

や
ま万

ざ
く
ら

　ち
る
ま万

を
だ
に耳

も毛

み三

る

　
　
　
　
　べ

き支

も毛

の
を

読
み 

春
霞
よ
、
何
故
桜
を
隠
し

て
い
る
の
か
。
せ
め
て
散

る
間
だ
け
で
も
み
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
欲
し
い
物
で
あ

る
の
に
。

大 

意

出 

典
『
深
養
父
集
』三

105 104

p.104-105

仮名の書

巻末には、発展学習
として、書の変遷ほ
か、近現代の書家や
文化人の作品を掲載
し、書と周辺文化の
幅広い学習に配慮し
ています。

［
日
本
と
中
国
の
書
の
歴
史
を
知
ろ
う
］

資
料
編

B.C.800

B.C.200

B.C.400

B.C.600

中国

縄文

　　　

弥生

古墳

B.C.200

B.C.400

日本

B.C.1000 B.C.1000

B.C.800

B.C.600

殷

西周

前漢

新

後漢

B.C.202

8 ー

25 ー

東周

春秋

戦国

B.C.403

B.C.221

B.C.1120頃ー

B.C.770

秦

B.C.1600頃ー

220 ー

三国
（ 魏・呉・蜀 ）

439

280

265

316 317

五胡
十六

国

西晋

北魏

420

386

東晋

479

宋

斉
502

紀元 紀元

200

300

100

200

300

100

400 400

500 500

紀元

200

300

100

400

紀元

200

300

100

400

500 500

甲
こう

骨
こ つ

文
ぶ ん

 P004・028・032

司
し

母
ぼ

戊
ぼ

方
ほ う

鼎
て い

・小
しょう

臣
し ん

艅
よ

犧
ぎ

尊
そ ん

・大
だ い

盂
う

鼎
て い

 P004

召
しょう

尊
そ ん

  P029・032 ・毛
も う

公
こ う

鼎
て い

・散
さ ん

氏
し

盤
ば ん

❷

石
せ っ

鼓
こ

文
ぶ ん

 P004-005・030・033

雲
う ん

夢
ぼ う

睡
す い

虎
こ

地
ち

秦
し ん

簡
か ん

  P036・038

B.C.219　泰
た い

山
ざ ん

刻
こ く

石
せ き

  P004・031・033

里
り

耶
や

秦
し ん

簡
か ん

  P004

馬
ば

王
お う

堆
た い

帛
はく

書
し ょ

 P036・038

居
き ょ

延
え ん

漢
か ん

簡
か ん

  P037・039・048・052

敦
と ん

煌
こ う

漢簡  P035

16　萊
ら い

子
し

侯
こ う

刻
こ く

石
せ き

  P006

66　開
か い

通
つ う

褒
ほ う

斜
や

道
ど う

刻
こ く

石
せ き

  P034・040・044

148　石
せ き

門
も ん

頌
しょう

  P041・044

153　乙
い つ

瑛
え い

碑
ひ

  P006・007・042・045

156　礼
れ い

器
き

碑
ひ

165　西
せ い

嶽
が く

華
か

山
ざ ん

廟
びょう

碑
ひ

171　西
せ い

狭
きょう

頌
しょう

185　曹
そ う

全
ぜ ん

碑
ひ

 P006・034・043・045

186　張
ちょう

遷
せ ん

碑
ひ

  P006

鍾
しょう

繇
よう

　薦
せ ん

季
き

直
ちょく

表
ひょう

・宣
せ ん

示
じ

表
ひょう

馬
ば

鞍
あ ん

山
ざ ん

朱
し ゅ

然
ぜ ん

刺
し

  P054

楼
ろ う

蘭
ら ん

残
ざ ん

紙
し

陸
りく

機
き

　平
へ い

復
ふ く

帖
じょう

李
り

柏
は く

尺
せ き

牘
と く

稿
こ う

   P048-049・052

王
おう

羲
ぎ

之
し

　353　十
じゅう

七
し ち

帖
じょう

 P008・050・053 ・

　　　　　　  蘭
ら ん

亭
て い

序
じ ょ

・姨
い

母
ぼ

帖
じょう

・楽
が っ

毅
き

論
ろ ん

・
　　　　　　  喪

そ う

乱
ら ん

帖
じょう

 
王
おう

献
けん

之
し

　洛
ら く

神
し ん

賦
ふ

・中
ちゅう

秋
しゅう

帖
じょう

405　爨
さ ん

宝
ぽ う

子
し

碑
ひ

 P056・060

495　牛
ぎゅう

橛
け つ

造
ぞ う

像
ぞ う

記
き

496　一
い ち

弗
ふ つ

造像記❻

貨泉①

57　漢委奴国王金印②

369（468）　七
し ち

支
し

刀
と う

443（503）　隅
す

田
だ

八
は ち

幡
ま ん ぐ う じ ん ぶ つ

宮人物画
が

象
ぞ う

鏡
きょう

銘
め い

③

江
え

田
た

船
ふ な や ま

山古
こ

墳
ふ ん

出
しゅつ

土
ど

大
た

刀
ち

銘
め い

④

471（531）　稲
い な

荷
り

山
やま

古
こ

墳
ふ ん

出
しゅつ

土
ど

鉄
て っ

剣
け ん

銘
め い

⑤  P054

漢
字
と
仮
名
が
生
ん
だ

書
の
歴
史

中国

文字と古代国家　❶ - ❹
　人類は、文字を使うことによって記録を
残すことができ、それによって目の前にいな
い人とでも考えや気持ちを伝えることができ
るようになった。世界で最初に文字を使っ
たのは、B.C.3500年頃のメソポタミア地域
であるとされ、ほどなくエジプトでも文字が
使われるようになった。
　中国で文字がいつ頃どこで誕生したのか、
正確なことは今もわからないが、近年黄河
流域などで、新石器時代の陶器に刻りつけ
られた符号や、文字と思われる類が発見さ
れている。
　現在確認できる最古の漢字は、B.C.1300
年頃から使われた殷

いん
時代の甲

こう
骨
こつ

文
ぶん

で、王や
国の重要なことを決めるための占いの結果を
書き記すのに使われた。エジプトやメソポタ
ミア地域では、かつて使われた文字がすでに
死滅しているのに対し、東洋では今も漢字
を使い続けている。漢字は使われている時
間がもっとも長い文字であり、さらに中国
と歴史的に関係の深い近隣の日本や朝鮮半
島でも、それぞれの言語の記録に使われた。

国家と行政と文字　❺
　国家の政治や行政制度が整備されるにつ
れ、役人など文字を使う人の数が増えた。戦
国時代を制した秦の始皇帝は、中央と地方
の間に文書による行政を展開したため、全
国の役所では大量の書記が配置された。ま
た、後に試験によって官

かん
吏

り
を採用する制度

が始まると、さらに多くの人が文字を学習
するようになった。

紙の発明　　
　これまで漢字はさまざまな素材の上に書か
れてきた。紙が発明される前、もっとも普
通に使われたのは竹や木の札であるが、それ
らは保存性に問題があるので、後世に伝え
るべき重要な文章は、石

せき
碑

ひ
などに彫られた。

やがて紙が発明され、後漢時代にはその品
質が向上し、南北朝時代になると、文字は
紙に書かれるのがふつうになった。

南朝・北朝それぞれの書　❻
　南北朝時代には、すでに楷書の書法が定
着していて、日常だけでなく石碑にも一般に
用いられた。

日本

日本人と文字の出会い　① - ②　
　縄文時代の日本列島に、中国から稲作と
ともに青銅器や鉄器などが伝わり、日本列
島の大部分の地域は、食料の採取から、生
産へと移行した。そして、稲作が盛んにな
ると社会のしくみも変わり、小さな国々がで
きて、人々を支配する有力者が出現し、中
には中国に遣いを送る国もあったとされる。
　日本に文字が伝来した正確な時期は、現
在も不明だが、日本の文字の歴史は、中国
や朝鮮半島との外交、経済交流、戦争など
を介して日本に渡って来た人々によっても
たらされた、漢字を使用したことに始まる。
その例として、紀元前後の文字を鋳

い こ
込んだ

中国製の貨幣「貨
か

泉
せん

」や、金印「漢
かんの

委
わの

奴
なの

国
こく

王
おう

金
きん

印
いん

」などがわが国で出土しており、弥生時
代中期（紀元前1世紀～ 1世紀）には、漢字
が伝来していたと確認できる。また、2世紀
半ばから6世紀頃までの遺跡からは、中国の
前漢・後漢時代の貨幣のほか鉄剣などが発
見され、三国時代の『 魏

ぎ
書
しょ

』に、邪馬台国
の卑弥呼との外交が記されていることなどか
ら、古墳時代にはすでに、日本と中国との
交流が深まっていたと考えられる。

日本語への漢字の適用　③ - ⑤
　漢字の伝来によって文字を獲得した日本
では、渡来人によって日本の文書が漢文す
なわち中国語で書かれ、それを読むように
なったと思われる。
　5世紀半ば以降の大

た
刀

ち
や、鏡、鉄剣の銘

めいぶん
文

などに、固有名詞の一部を日本語の発音ど
おりに漢字で記した部分が見えることなどか
ら、古墳時代には、漢字の音を用いて日本
の言葉を表記するようになっていたことがわ
かる。ただ、この時代の人々が、中国から
もたらされた文書や渡来人が書いた漢文を、
現在のように自在に訓

くんてん
点をつけて読み下し

て理解していたとは考えにくく、中国語す
なわち外国語として、そのまま読み書きして
いたと考えられている。
　なお、中国の六

りく
朝

ちょう
時代の書の影響を受け

ながらも、日本語表記の見られる銘文など
には、気取りのない素朴な味わいの楷書が
みられることから、日本人が銘文の製作に
関わり、文字に対する日本独自の感覚がす
でに発達していたと考えられる。

❸ロゼッタ＝ストーン　
大英博物館蔵

❹シュメールの粘土板
メソポタミア出土

❺居
き ょ

延
え ん

習
じゅう

字
じ

簡
か ん

　
後漢時代
中央研究院歴史語言
研究所（ 台北 ）蔵

❶刻
こ く

紋
も ん

甕
か め

　刻画符号
新石器時代 　
B.C.3000 ～ 2500年頃　
中国社会科学院考古研究所蔵

七支刀銘
古墳時代　4世紀

［ 全長74.8㎝］
石
いその

上
か み

神
じ ん ぐ う

宮蔵〈 奈良県 〉

⑤稲荷山古墳出土鉄剣銘
古墳時代　文化庁蔵
稲荷山古墳〈 埼玉県 〉出土

発展学習

深
め
て

知
る

303

261

陸り
く

機き

361?

303?

王お
う

羲ぎ

し之

388?

344?

王お
う

献け
ん

之し

230

151

鍾し
ょ
う

繇よ
う

QR

①貨泉　
新時代　1世紀　

［ 直径2.2㎝　重さ2.6g ］
佐賀県教育委員会蔵　
吉野ヶ里遺跡出土〈佐賀県〉

②漢委奴国王　金印　 　
後漢時代　福岡市博物館蔵

④江田船山古墳出土大刀銘　
古墳時代　5世紀　　

［ 全長90.7㎝］　
東京国立博物館蔵
江田船山古墳〈 熊本県 〉出土

③ 隅田八幡宮人物画象鏡銘
古墳時代　443年頃　　

［ 直径19.9㎝］　
隅田八幡神社蔵

❷ 散氏盤　
西周時代後期　

［口径54.6㎝　高さ20.6㎝］
國立故宮博物院（ 台北 ）蔵　

❻一
い ち

弗
ふ つ

造像記　
北魏時代　496年　

119 118

p.118-119

QR

江
戸

明
治

大
正

昭
和

平
成

発展
学習

深
め
て

知
る

比
ひ だ い

田井天
て ん ら い

来
1872-1939年　明治 - 大正 - 昭和

長野県出身。古
こ

碑
ひ

法
ほ う

帖
じょう

や用筆を研
究し、書の芸術性や学書における古
典の重要性を説く。近代～現代にか
けて、書道文化の研究・教育・普及
に多大の功績を残し、現代書道の父
とうたわれる。

【 題・釈文 】龍跳
［ 138.6×337㎝］

豊
ぶ ん ど う

道春
しゅん

海
か い

1878-1970年　明治 - 大正 - 昭和
栃木県出身。戦後の日中の書の交流に
おける中心人物として活躍。マッカー
サーに直

じ き

訴
そ

し、毛筆教育復活に貢献す
るなどした、現代書道の功労者。六

り く

朝
ちょう

風の作品や、超特大の作品揮毫を得意
とした。

【 題・釈文 】無塵
［ 201×86㎝］　

泰叡山瀧泉寺（ 目黒不動尊 ）蔵　

川
か わ む ら

村驥
き

山
ざ ん

1882-1969年　明治 - 大正 - 昭和
静岡県出身。漢学者の父から幼い頃よ
り書を学ぶ。鍾

しょう

繇
よ う

の楷
か い

書
し ょ

や懐
か い

素
そ

の草
そ う

書
し ょ

を研究。狂
きょう

草
そ う

作品において独自の表現を
確立。現代書道の黎

れ い

明
め い

期を支え、書家
として初めて日本芸術院賞を受賞した。

【 題・釈文 】五言絶句
［ 131.3×31.3㎝］

成田山書道美術館蔵　　

辻
つ じ も と

本史
し

邑
ゆ う

1895-1957年　明治 - 大正 - 昭和
奈良県出身。明

み ん

末清
し ん

初の長
ちょう

条
じょう

幅
ふ く

の
書にいち早く注目し、展覧会芸術
としての書の基礎を見出した。碑
法帖の蒐

しゅう

集
しゅう

にも力を注ぎ、中国か
ら帰国後、多くの古典資料を刊行
し、学書の方法論の普及に努めた。

【 題・釈文 】白楽天詩
［ 68.6×67.2㎝］

成田山書道美術館蔵　　

尾
お の え

上柴
さ い

舟
しゅう

1876-1957年　明治 - 大正 - 昭和
岡山県出身。書家、歌

か

人
じ ん

、日本文
学者として活躍した近代仮名書道
の第一人者。作品制作においては、
日本文学者としての教養と、 歌人
としての和歌への造

ぞ う

詣
け い

を両
りょう

翼
よ く

とし、
仮名古筆の書美を近代へと蘇

よみがえ

らせた。
【 題・釈文 】万葉歌抄
［ 27.6×391.2（ 部分 ）㎝］

東京国立博物館蔵　　

藤
ふ じ お か

岡保
や す

子
こ

1883-1966年　明治 - 大正 - 昭和
茨城県出身。水戸藩第11代藩主徳川昭

あ き

武
た け

の姪
め い

。上
じょう

皇
こ う

后
ご う

陛
へ い

下
か

（ 当時皇
こ う

太
た い

子
し

妃
ひ

）に書を御進
し ん

講
こ う

した。漢字や仮名の名跡を学
び独自の書風を確立。日本画や蒔

ま き

絵
え

、染色、料紙制作など
にも積極に取り組み、日本伝統文化の継承者として活躍した。

【 題・釈文 】明治天皇御製「 ふじのねも 」
［ 106×31.2㎝］

帝京大学蔵　　

中
な か

野
の

越
え つ な ん

南
1883-1980年　明治 - 大正 - 昭和
京都府出身。師範学校教諭。独学で書を学ぶ。教育
や仮名古筆の研究に重きをおいた活動を展開。展覧
会芸術としての書が確立される時代の中、時流にとら
われず、古典に基づく自己表現としての書を目指した。

【 題・釈文 】喫茶去
［ 28.4×80.8㎝］成田山書道美術館蔵　
【 題・釈文 】舒明天皇香具山に登り給ひし時の御製
［ 35.5×62.5㎝］帝京大学蔵　　

大
お お さ わ

沢雅
が

休
きゅう

　
1890-1953年　明治 - 大正 - 昭和

群馬県出身。歌人として活躍する傍
かたわ

ら、
比田井天来に師事し、書を学ぶ。形式
にとらわれない、文字が備える造形美を
強調するスタイルを確立。代表作「黒

こ く

岳
が く

黒
こ く

谿
け い

」は、当時発表された展覧会で、書
作品としての陳列を拒否された。

【 題・釈文 】黒岳黒谿
［ 136×136㎝（ 二曲屏風 ）］

群馬県立近代美術館蔵　　

大沢竹
ち く た い

胎
1901-1955年　明治 - 大正 - 昭和

群馬県出身。兄・雅休とともに、従来まで
の常識にとらわれない斬新なスタイルの書
を確立。仮名古筆をベースに、作品の題
材となる言葉、画数の少ない文字などに
みられる文字そのものの美しさを追求した。

【 題・釈文 】「 ひとざととうい 」
［ 136.5×68×２（ 二幅 ）㎝］　

森
も り

田
た

安
や す

次
じ

　
1912-1959年　大正 - 昭和
静岡県出身。はやくから現代文による書作
を試み、漢字仮名交じりの書のパイオニア
となる。代表作「 風の又三郎 」は、仮名古
筆に基づく連

れ ん

綿
め ん

の技法を駆
く

使
し

しながら現代
詩を表現した、現代の名筆といえる。

【 題・釈文 】風の又三郎
［ 136.4×68.7㎝］

静岡県立美術館蔵　　 田
た

中
な か

親
し ん

美
び

　
1875-1975年　明治 - 大正 - 昭和
京都府出身。画家の父より絵を教わり、名筆・名画
の模写を行う。平安時代の文化財複製にも携

たずさ

わり、
絵や書を写すだけでなく、豪華な装飾料

りょう

紙
し

や、繊細
な金具、銅製の経

きょう

箱
ば こ

の模造まで、王朝の美を完璧
に再現した。

【 題・釈文 】本願寺本三十六人家集 元
も と

真
ざ ね

集（ 模本 ）
［ 20.2×15.8㎝］

東京国立博物館蔵　　

そ
し
て
書
は〝
み
る
〟も
の
へ

　近
代
以
前
、
書
は
漢か

ん

詩し

や
和
歌
と
一
体
の
も
の
、
つ
ま
り〝
み
る
〟も
の
で
あ
る
と
同
時
に〝
読

む
〟も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
明
治
維
新
後
、
書
は
美
術
な
ど
の
西
洋
文
化
と
接
触
し
、
展
覧
会

芸
術
と
し
て
開
花
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
漢
詩
や
和
歌
の
要
素
に
縛し
ば

ら
れ
ず
、
書
そ
の
も
の
を〝
み
る
〟

と
い
う
一
面
が
深
く
掘
り
下
げ
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
す
。

昭
和
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
牽
引
者

［
大
正
・
昭
和
初
期
に
書
の
世
界
を
牽
引
し
た
人
々
を
知
ろ
う
］

資
料
編

127 126

p.126-127

資料編



２. 対照表　

図書の構成・内容
学習指導要領の内容 該当箇所 配当

時數Ａ表現 B 鑑賞 共通事項 内容の取扱い

書Ⅱプライマリー
　漢字の書
　仮名の書
　
　漢字の書の創作
　仮名の書の創作
　漢字仮名交じりの書の作品制作
　
　篆刻と刻字

　芸術へのいざない

⑴ア ( ア）（イ）（ウ）
　イ ( ア）（イ）
　ウ ( ア）（イ）
⑵ア ( ア）（イ）
　イ ( ア）（イ）
　ウ ( ア）（イ）
⑶ア ( ア）（イ）
　イ ( ア）（イ）
　ウ ( ア）（イ）

⑴ア ( ア）（イ）
　イ ( ア）（イ）
　　 （ウ）（エ）

⑴アイ ⑴⑵⑶⑷⑸⑹  p.004-020

私を表現へと導く　書
書へのいざない
　私たちは臨書で何を学ぶのか
　書の創作に必要なものとは

⑴ア ( ア）（イ）（ウ）
　イ ( ア）（イ）
　ウ ( ア）（イ）
⑵ア ( ア）（イ）
　イ ( ア）（イ）
　ウ ( ア）（イ）
⑶ア ( ア）（イ）
　イ ( ア）（イ）
　ウ ( ア）（イ）

⑴ア ( ア）（イ）
　イ ( ア）（イ）
　　 （ウ）（エ）

⑴アイ ⑴⑵⑶⑷⑸⑹   p.022-025

漢字の書
　篆書
　考えて　見る　篆書編
　これは絵か？文字か？
　隷書
　考えて　見る　隷書編
　どの隷書もなぜ等しく隷書なのか？
　草書・行書
　考えて　見る　草書・行書編
　この字、読める？
　楷書
　考えて　見る　楷書編
　誰にでもわかる楷書ってすごい

⑵ア ( ア）（イ）
　イ ( ア）（イ）
　ウ ( ア）（イ）

⑴ア ( ア）（イ）
　イ ( ア）（イ）
　　 （ウ）（エ）

⑴アイ ⑴⑵⑶⑷⑸⑹  p.026-061

　唐が育んだ煌めく個性
　中国の模倣から和様の創造へ
　伝統の継承と新風の芽生え
　明清時代の個性豊かな書
　中国文人の世界
　中国と日本の篆刻

⑵ア ( ア）（イ）
　イ ( ア）（イ）
　ウ ( ア）（イ）

⑴ア ( ア）（イ）
　イ ( ア）（イ）
　　 （ウ）（エ）

⑴アイ ⑴⑵⑶⑷⑸⑹ p.062-097

仮名の書
　考えて　見る　仮名の書編
　演者は仮名で舞台は料紙
　古今和歌集の古筆
　自然を尊重する心を反映した散らし書き
　曲直が表す個性的な線の美

⑶ア ( ア）（イ）
　イ ( ア）（イ）
　ウ ( ア）（イ）

⑴ア ( ア）（イ）
　イ ( ア）（イ）
　　 （ウ）（エ）

⑴アイ ⑴⑵⑶⑸⑹ p.098-107

漢字仮名交じりの書
　考えて　見る　漢字仮名交じりの書編
　時代を生きる書
　さまざまな表現に学ぶ漢字と仮名の調和
　響き合う行と余白
　自分自身の表現を求めて

⑴ア ( ア）（イ）（ウ）
　イ ( ア）（イ）
　ウ ( ア）（イ）

⑴ア ( ア）（イ）
　イ ( ア）（イ）
　　 （ウ）（エ）

⑴アイ ⑴⑵⑶⑸⑹  p.108-115



図書の構成・内容
学習指導要領の内容 該当箇所 配当

時數Ａ表現 B 鑑賞 共通事項 内容の取扱い

芸術へのいざない
　古典に学ぶとは
　私と書の明日

⑶ア ( ア）
　イ ( ア）（イ）
　ウ ( ア）

⑴ア ( ア）（イ）
　イ ( ア）（イ）
　　 （ウ）（エ）

⑴アイ ⑴⑵⑶⑸⑹  p.116 
 p.132

資料　書の文化
資料編
  発展学習　深めて　知る
　漢字と仮名が生んだ書の歴史
　近代書道の幕開け
　昭和モダニズムの牽引者
　現代の書のパイオニア
　書に親しんだ文化人

⑴ア ( ア）（イ）（ウ）
　イ ( ア）（イ）
　ウ ( ア）（イ）
⑵ア ( ア）（イ）
　イ ( ア）（イ）
　ウ ( ア）（イ）
⑶ア ( ア）（イ）
　イ ( ア）（イ）
　ウ ( ア）（イ）

⑴ア ( ア）（イ）
　イ ( ア）（イ）
　　 （ウ）（エ）

⑴アイ ⑴⑸⑹  p.118-123
 p.124-131

　中国・日本書道史 関係地・資料参考地図 ⑴ア ( ア）（イ）
　イ ( ア）（イ）
　　 （ウ）（エ）

⑴⑸⑹  p.134-135



ページ 記　　述 類　型

（発展的な学習内容の記述に係る総ページ数　14　）

編 修 趣 意 書
（発展的な学習内容の記述）

受理番号 学校 教科 種目 学年

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

高等学校 芸術103-199

3 内容
　B 鑑賞
　ア　鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりし
ながら，次の（ア）及び（イ）について考え，
書のよさや美しさを味わって深く捉えること。
　（ア）作品の価値とその根拠
　（イ）生活や社会における書の美の効用と
　　　　現代的意義
　イ　次の（ア）から（エ）までについて理解
を深めること。
　（イ）日本及び中国等の文字と書の伝統と文化
　（ウ）漢字の書，仮名の書，漢字仮名交じりの
　　　  書の特質とその歴史
　（エ）書の美と時代，風土，筆者などとの関わり

118-131 深めて　知る
漢字と仮名が生んだ書の歴史

深めて　知る
　近代書道の幕開け

深めて　知る
　昭和モダニズムの牽引者

深めて　知る
　現代の書のパイオニア

深めて　知る
　書に親しんだ文化人

ページ数関連する学習指導要領の内容や内容の取扱いに示す事項

14

書道Ⅱ

6 教図 書Ⅱ 702 書 Ⅱ


